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３
月
定
例
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
主
な
対
策

●
傍
聴
者
の
間
隔
を
空
け
る

●
議
員
、
理
事
者
は
マ
ス
ク
を
着
用

●
議
場
等
の
各
席
に
間
仕
切
り
設
置

●
質
問
質
疑
の
際
、
密
接
を
避
け
る

た
め
議
場
に
入
る
議
員
の
数
を
減
ら

し
、
別
室
で
モ
ニ
タ
ー
視
聴
を
実
施

編
集
後
記

〜
か
け
は
し
〜

◆
３
月
定
例
会
で
は
市
長
、
教
育
長

よ
り
令
和
５
年
度
の
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
会
計
の
当
初
予
算
で

は
前
年
比
２
・
２
％
増
の
金
額
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
、
次
代
を
担
う
人
材
を
育
み
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
、
そ

し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
に
「
人
が
輝
く　

安
心

快
適
な
産
業
文
化
都
市
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
い
た
だ
き
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
前

の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
経
済
再

生
も
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
花
粉
症
の
時
期
で
も
あ
り
マ

ス
ク
を
手
放
せ
な
い
方
が
多
く
み
え

ま
す
。
決
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
を
強

制
す
る
こ
と
な
く
個
々
の
判
断
を
尊

重
で
き
る
「
や
さ
し
い
ま
ち
」
で
あ

り
た
い
と
願
い
ま
す
。

◆
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
当
た
っ

て
は
、
皆
様
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も
工
夫
し
て

ま
い
り
ま
す
。
刈
谷
市
議
会
は
今
後

も
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
市
政
に
届
け
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
会
議
は
傍

聴
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
機
会
を
つ
く

り
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
御
意
見

や
御
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
議
会
広
報
委
員
会
）

■
議
員
研
修
会
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　（
２
月
２
日
）

【
講
師
】

　

議
会
事
務
局
実
務
研
究
会
会
員

　

野
村　

憲
一　

氏

【
テ
ー
マ
】

　

政
治
分
野
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
に
つ
い
て

　

研
修
会
で
は
、
政
治
分
野
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
の
経
緯
や

最
新
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
の
事
例
を
基
に
ご
講
義
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昨
今
、
議
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
よ
る
不
祥
事
が
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
議
会
の
信
頼
は
議
員

一
人
一
人
の
良
識
あ
る
対
応
と
節

度
あ
る
行
動
に
よ
り
保
た
れ
る
も

の
で
す
。
市
民
の
誤
解
や
疑
念
を

招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
回
学

ん
だ
内
容
を
肝
に
銘
じ
、
議
会
の

社
会
的
信
用
を
損
ね
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

鈴
木
　
浩
二
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
長
）

「
日
本
一
安
心
安
全
な
ま
ち
刈
谷
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
!!

︱
引
き
続
き
「
日
本
一
安
心
安
全
な
ま
ち
刈
谷
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
︱

谷
口
　
睦
生
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
物
価
高
騰
対
策
を
!!

︱
国
の
動
向
を
見
守
り
、
交
付
金
が
措
置
さ
れ
る
場
合
は
適
切
に
対
応
す
る
︱

牛
田
　
清
博
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

18
歳
ま
で
医
療
費
の
通
院
も
無
料
に
す
べ
き
で
は

︱
各
保
険
者
へ
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
予
定
は
な
い
︱

問　
市
長
は
日
本
一
安
心
安
全
な

ま
ち
を
掲
げ
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
多

く
の
政
策
を
取
り
上
げ
推
進
し
て
き

た
。
し
か
し
、
日
本
一
安
心
安
全
と

は
、
幅
が
広
く
市
民
が
実
感
す
る
こ

と
が
難
し
い
。
日
本
一
安
心
安
全
な

ま
ち
に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

答　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
お
お
む

ね
達
成
で
き
た
。
日
本
一
安
心
安
全

な
ま
ち
は
、
防
災
や
防
犯
な
ど
物
理

面
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
の
安
心
感
や
精
神
的
安
ら
ぎ
も

重
要
と
考
え
る
。
令
和
５
年
度
は
、

安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
の
整
備
に

向
け
、
Ｎ
Ｂ
Ｏ
（
エ
ヌ
ボ
）
を
導
入

す
る
。
ま
た
、
侵
入
盗
の
多
発
や
全

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
地
域
経
済
や
住
民

生
活
の
支
援
等
の
た
め
創
設
さ
れ
た

国
の
交
付
金
で
あ
る
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
財
源
と
し
た
市
の
施
策
は
。

答　
令
和
２
年
度
は
感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
事
業
者
の
支
援
と
し
て
、

中
小
企
業
持
続
化
支
援
事
業
な
ど
４

件
、
３
年
度
は
市
内
小
中
学
校
の
特

別
教
室
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備

す
る
事
業
な
ど
に
６
件
活
用
し
、
４

年
度
は
市
民
や
事
業
者
の
支
援
と
し

て
水
道
の
基
本
料
金
を
免
除
す
る
事

業
な
ど
８
件
に
活
用
予
定
で
あ
る
。

問　
今
後
の
物
価
高
騰
に
対
す
る

市
の
取
組
や
考
え
方
は
。

国
的
な
強
盗
事
件
を
受
け
、セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
な
ど
防
犯
用
具
の
補
助
を
３

月
か
ら
開
始
し
た
。
公
共
交
通
の
充

実
や
刈
谷
駅
の
改
修
等
の
継
続
案
件

も
含
め
、
引
き
続
き
日
本
一
安
心
安

全
な
ま
ち
刈
谷
を
目
指
し
取
り
組
む
。

答　
新
年
度
予
算
に
水
道
基
本
料

金
を
６
か
月
分
免
除
す
る
経
費
を
計

上
し
た
。
今
後
も
社
会
経
済
情
勢
を

見
て
必
要
に
応
じ
各
種
施
策
に
取
り

組
み
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
措

置
さ
れ
る
場
合
は
適
切
に
対
応
す
る
。

センサーライトなどの補助制度を
周知し日本一安心安全なまちへ

市民の生活支援につながるような
交付金の活用を

問　
刈
谷
城
建
設
は
多
く
の
市
民

が
反
対
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
強

行
す
る
の
か
。

答　
か
つ
て
の
姿
を
取
り
戻
す
こ

と
が
再
整
備
に
ふ
さ
わ
し
い
と
多
く

の
市
民
が
考
え
た
結
果
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
将
来
構
想
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
日
本
共
産
党
議
員
団
が
取
っ

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
市
内
巡

回
バ
ス
の
無
料
の
継
続
、
ミ
ニ
バ
ス

の
導
入
、
バ
ス
停
の
増
加
に
つ
い
て
、

71
％
の
人
が
賛
成
し
て
い
る
が
、
公

共
交
通
再
編
事
業
の
内
容
は
。

答　
か
り
ま
る
の
路
線
や
ダ
イ
ヤ
、

運
営
手
法
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
意

見
交
換
会
を
実
施
し
て
い
く
。

問　
下
水
道
未
整
備
地
区
は
ど
の

よ
う
な
方
針
で
整
備
し
て
い
く
の
か
。

答　
採
算
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
整
備
効
果
が
見
込
ま
れ
る
区
域

を
優
先
し
て
整
備
し
て
い
く
。

環境保全対策を講じた
下水道整備の推進を

黒
川
　
智
明
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

市
の
目
標
で
あ
る
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
達
成
に
向
け
さ
ら
な
る
取
組
を
!!

︱
適
切
な
道
路
交
通
環
境
整
備
と
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
推
進
す
る
︱

城
内
　
志
津
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
増
や
し
、
給
与
の
引
上
げ
を
!!

︱
配
置
人
数
は
今
後
の
動
向
を
注
視
し
、
給
与
水
準
は
公
立
私
立
と
も
適
切
だ
と
考
え
て
い
る
︱

問　
交
差
点
等
の
危
険
箇
所
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
対
策
の
仕
組
み
は
。

答　
刈
谷
市
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
Ｃ
ａ
ｒ
ｇ

ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
収
集
し
た
デ
ー

タ
等
に
よ
り
危
険
な
交
差
点
等
を
特

定
し
、
専
門
性
の
高
い
損
害
保
険
会

社
等
か
ら
の
助
言
を
参
考
に
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。
令
和
５
年
２
月
か

ら
公
開
し
た
「
か
り
マ
ッ
プ
」
に
交

通
事
故
等
の
デ
ー
タ
を
掲
載
し
、
地

域
関
係
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

問　
介
護
職
員
の
人
材
確
保
の
新

た
な
取
組
、
拡
充
は
あ
る
の
か
。

答　
令
和
４
年
度
と
同
様
だ
が
、

さ
ら
な
る
介
護
人
材
の
確
保
、
育
成

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
障
害
福
祉
分
野
に
お
け
る
人

材
不
足
を
懸
念
し
て
い
る
。
市
の
認

識
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
を
含
め
た
全
国
的
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
給
食
費
無
償
化
、
18
歳
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
、
多
子
世
帯
へ
の

支
援
を
今
す
ぐ
検
討
を
し
な
い
の
か
。

答　
国
の
施
策
を
踏
ま
え
、
検
討

し
た
予
算
案
に
な
っ
て
い
る
。

問　
幼
保
無
償
化
の
対
象
外
と

問　
横
断
歩
道
上
の
死
傷
者
数
は

過
去
５
年
間
で
横
ば
い
で
あ
る
。
歩

行
者
を
認
知
で
き
る
環
境
改
善
が
必

要
だ
が
、
市
の
対
策
は
。

答　
夕
暮
れ
以
降
の
時
間
で
事
故

が
多
発
し
て
お
り
、
歩
行
者
の
視
認

性
向
上
を
目
的
に
照
明
の
設
置
を
推

進
し
て
い
る
。
ま
た
、
押
し
ボ
タ
ン

式
信
号
は
、
地
区
等
と
連
携
し
て
危

険
箇
所
等
の
把
握
に
努
め
、
必
要
に

応
じ
て
警
察
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

な
っ
て
い
る
森
の
よ
う
ち
え
ん
と
朝

鮮
幼
稚
園
に
対
し
、
豊
田
市
や
安
城

市
の
よ
う
に
補
助
を
し
な
い
の
か
。

答　
安
心
安
全
な
保
育
の
提
供
と

い
う
観
点
か
ら
、
多
様
な
集
団
活
動

事
業
へ
の
支
援
を
行
う
予
定
は
な
い
。

障害のある方に寄り添い働く職員の
待遇向上を


